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焦点
近
年
、
女
性
の
社
会
進
出
と
と
も
に
初
婚
年
齢
や
出
産
年
齢
は
上
昇
し
て
い
ま
す
。

厚
生
労
働
省
の
調
査
に
よ
る
と
、
平
成
10
年
の
平
均
初
婚
年
齢
は
男
性
28･

６
歳
、
女
性
26･

７
歳
に
対
し
、

平
成
23
年
で
は
男
性
30･

７
歳
、
女
性
29･

０
歳
と
な
っ
て
お
り
、
男
女
と
も
に
２
歳
以
上
高
く
な
っ
て
い
ま
す
。

30
代
前
半
か
ら
出
産
・
子
育
て
を
選
択
す
る
カ
ッ
プ
ル
も
増
え
て
い
ま
す
が
、
な
か
な
か
叶
わ
な
い
方
が
い
ま
す
。

今
月
の
焦
点
は
、
不
妊
症
や
市
が
実
施
す
る
不
妊
治
療
費
助
成
の
概
要
に
つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

不妊治療の一般的な流れ

対象者
特定不妊治療（体外受精・顕微授精）を行った方で、北海道
特定不妊治療費助成事業（詳細は、千歳保健所（23-3175）
にお問い合わせください。）の決定を受けた方

対象治療 体外受精および顕微授精の治療

助成額 １回の治療につき、上限額 50,000 円
※治療を中止したときは上限 25,000 円。

助成回数 初回 40歳未満の場合…通算６回
初回 43歳未満の場合…通算３回

助成期間 制限なし

一般不妊治療（人工授精）

特定不妊治療（体外受精・顕微授精）

対象者 医師の診断により、一般不妊治療（人工授精）を行った方
対象治療 人工授精に係る保険適用外治療

助成額 人工授精に係る保健適用外治療は、1年度（4月～ 3月）あ
たり 30,000 円を上限に助成

助成回数 制限なし
助成期間 ２年間

ＳＴＥＰ２

■人工授精
排卵日に人工的に子
宮内や卵管内に精
子を送り込む方法

　市では、平成 27年度から特定不妊治療（体外受精・顕微授精）
費用の一部助成、平成 28年度から一般不妊治療（人工授精）費用
の一部助成をしています。

・夫婦ともに千歳市内に住民登録がある方
・治療開始時の妻の年齢が 43歳未満の方
・市税の滞納がなく、夫婦合算した年間所得が７３０万円未満の方

【対象】

不妊治療にかかる費用の一部助成について

・次の書類を母子保健課に提出してください
①不妊治療費助成事業申請書、②一般不妊治療費助成事業受診等証明書、
③不妊治療に要した費用が分かる領収書、④夫婦の所得証明書、⑤市税の滞納がないことの証明書、
※この他、印鑑、通帳またはキャッシュカードを持参ください。	
※①②の書式は、母子保健課または市のホームページから入手できます。
※⑤は母子保健課から税務課に照会して確認できます。	

【申請方法】

治療が終了した年度の 3月 31日まで
※特定不妊治療は、原則１回の治療が
　終了した日の翌日から 60日以内に
　申請してください。

【申請期間】

不
妊
治
療
費
用
の
一
部
を
助
成
し
て
い
ま
す

　

不
妊
症
と
は
、
妊
娠
を
希
望
す
る
健

康
な
夫
婦
が
通
常
の
性
生
活
を
営
ん
で
１

年
以
上
妊
娠
し
な
い
状
態
と
言
わ
れ
て
お

り
、
原
因
は
女
性
の
み
で
は
な
く
、
男
性

に
も
見
ら
れ
ま
す
。

　
医
学
的
に
女
性
の
妊
娠
、
出
産
に
適
し

た
年
齢
は
、
20
歳
か
ら
35
歳
く
ら
い
と
言

わ
れ
て
い
ま
す
。
年
齢
が
高
く
な
る
こ

と
に
伴
い
、
妊
娠
・
出
産
率
は
低
下
し
、

不
妊
に
悩
む
方
が
増
加
す
る
傾
向
（
表
１

参
照
）
に
あ
り
、
夫
婦
の
６
組
に
１
組
が

不
妊
症
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
千
歳
市
で
は
、
35
歳
以
上
の
方
の
妊
娠

届
出
率
が
平
成
16
年
度
か
ら
26
年
度
の

10
年
間
で
約
10
％
上
昇
し
て
い
ま
す
（
表

２
参
照
）。

　
35
歳
を
過
ぎ
た
方
で
通
常
の
性
生
活
を

営
ん
で
半
年
間
、
妊
娠
の
兆
候
が
な
け
れ

ば
、
医
療
機
関
の
受
診
を
お
勧
め
し
て
い

ま
す
。

　

表２：千歳市の妊娠届出時の 35歳以上の方の割合
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表１：年齢からみた妊娠 ･出産率
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治療のステップアップ
を急ぐのが良い

できるだけ早く生殖補助
医療（体外受精・顕微授精）
に入るのが良い

出展：北海道保健福祉部「Welcome Babies　パパとママに
　　　なりたいふたりのためのサポートブック」より

一般不妊治療

ＳＴＥＰ３

■体外受精
シャーレ内で卵子と多数の精子
を共存させて受精を待つ方法
■顕微授精
１個の精子を選択して直接卵
子に注入して受精させる方法

特定不妊治療ＳＴＥＰ１

■タイミング法
妊娠しやすい時期を予
測し、性生活のタイミ
ングを指導する方法

※不妊治療の費用は、一般不妊治療で約１～３万円、特定不妊治療で
　約 30～ 50万円。（費用は、検査項目・内容により異なります）

＜記事のお問い合わせは＞

母子保健課
母子保健係

（24）０７７１

「
不
妊
症
と
は
」

10 年で
約 10％上昇

％

※申請書類のうち②③④は母子保健課から北海道に照会して確認できます。




